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１．事業団の概要について 

（１）事業団について 

名   称 公益財団法人大泉町スポーツ文化振興事業団 

所 在 地 

群馬県邑楽郡大泉町朝日５丁目２４番１号 〒370－0514 

℡ 0276（63）7733   FAX 0276（63）7747 

HP https://www.bunkamura.or.jp 

代 表 者 川田登志雄 

設立年月日 昭和 58年 11月 22日（出資団体：設立者 大泉町） 

設立目的 

本事業団は、大泉町のスポーツ及び文化の振興に関する事

業並びに関連施設の管理、運営等に関する事業を行い、地域

社会のスポーツ・文化の振興と発展に寄与することを目的と

する。 

公益法人移行日 平成 23年 4月 1日 

 

（２）設立の経緯、沿革 

前進の任意団体である｢大泉町スポーツ振興会｣は、全国大会で輝かしい活躍

をみせた９人制バレーボールチーム｢大泉町朋友クラブ後援会｣の後援会として、

組織されたが、単に一チームの応援のみでなく、地域スポーツの振興に寄与し

ようという目的をもって会員を募集し、多くの法人、個人の協力を得て設立さ

れた。   

昭和 58 年の国民体育大会（あかぎ国体）を契機に群馬県教育委員会の認可

を得て｢財団法人大泉町スポーツ振興事業団｣として誕生した。そして、文化む

ら第１期建設工事を機に昭和６３年に文化部門を加え、｢財団法人大泉町スポー

ツ文化振興事業団｣となる。 

その後、平成 20年に公益法人改革関連三法が施行となり、当事業団も平成 23

年４月１日付で、｢公益財団法人大泉町スポーツ文化振興事業団｣へと移行した。 

大泉町の未来像である「活力あり、やすらぎのある住みたい町」づくりを図る

ため、スポーツ及び文化の振興に関する事業並びに関連施設の管理運営に関す

る事業を行い、地域社会のスポーツ・文化の振興と発展に寄与する目的に現在

も活動を続けている。 

 

期   日 内   容 

S.54.7.28 大泉町スポーツ振興会設立 

・法人会員 136名・個人会員 481名・特別会員 10名 

S.55.12.19 大泉町スポーツ都市宣言を制定 

S.56.8.2～6 昭和 56年度高校総体：女子バレーボール競技を開催 



S.58.2.24 大泉町スポーツ振興事業団設立準備委員会発足 

S.58.10.16～19 第 38回国民体育大会（昭和 58年あかぎ国体） 

少年女子バレーボール競技を開催 

S.58.11.22 ㈶大泉町スポーツ振興事業団設立認可（発足） 

S.58.12.20 大泉町スポーツ振興会解散 

S.62.7.24 大泉町文化都市宣言を制定（大泉町発足 30周年） 

S.63.5.18 ㈶大泉町スポーツ文化振興事業団に名称変更 

H.元.3.26 大泉町文化むら生涯学習センター竣工式（大ホール棟） 

H.3.10.26～12.23 文化むら展示ホール棟含め、全施設完成に伴う｢町民文化ま

つり｣を開催 

H.4.1.5 文化むら全施設の一般貸出しを開始 

H.5.12.7 事業団創立 10周年記念祝賀会を開催（文化むら） 

H.8.11.2～4 第 9回全国スポーツ・レクリエーション祭 

｢スポレクぐんま 96 ソフトバレーボール（トリムの部）を

開催 

H.10.8.1～4 第 9 回全国ソフトバレーボール・ファミリーフェスティバ

ルを開催 

H.13.11.3 第 16 回国民文化祭ぐんま 2001 マンドリンフェスティバル

を開催 

H.15.7.23 事業団発足 20 年間の足跡｢事業記録集｣を発行 

H.23.4.1 公益財団法人大泉町スポーツ文化振興事業団へ移行 

 

（３）組織（H31.3.31現在） 

                          

会長（１名） 

【理事会】 

   理事（６名） 

  代表理事（理事長） 

業務執行理事（常務理事） 

【評議員会】 

評議員（６名） 

 

監事（２名） 

 

【事務局】（正規職員１３名・準職員２０名） 

           町民体育館（４名） 

            （準職員１１名） 

事務局長       総務課  （２名） 

   

           文化むら （６名） 

            （準職員９名） 

 

 

 



（４）役員等名簿 

役 職 氏  名 

会 長 飯田 健 

 

№ 役 職 氏  名 

 

№ 役 職 氏  名 

１ 評議員 石井克己 １ 代表理事   （理事長） 川田登志雄 

２ 評議員 入谷貴代美 ２ 業務執行理事（常務理事） 金井伯夫 

３ 評議員 坂本一子 ３ 理  事 青木和延 

４ 評議員 中本清美 ４ 理  事 秩父毅彦 

５ 評議員 松野和之 ５ 理  事 志賀 敬 

６ 評議員 宮地克徳 ６ 理  事 松島礼子 

  

 
№ 役 職 氏  名 

 
１ 監 事 菅田斌之 

２ 監 事 峰崎俊充  

 

（５）経営理念【 事業団の使命 】 

■ コーポレートステートメント（スローガン） 

  『 す べ て は 町 民 の た め に 』      

■ 基本理念 

『 私たちはスポーツ、文化の振興を通じ 

     健やかな身体と豊かな心を持ったひとづくりを推進し 

              潤いと活気に満ちた町創りに貢献します 』 

■ 経営理念 

 ７つの「バリュー」（価値観）：１２の「行動指針」 

１「お客様を第一に」  

 ・お客様を第一に行動しよう  

 ・ホスピタリティ溢れる接客とは何か、日々考えよう 

２「信 頼」     

 ・プロフェッショナルとして、お客様から／社会から／大泉町からの信頼に応えよう 

 ・誠意を尽くし、大泉町になくてはならない存在になろう 

３「安全・安心」   

 ・常にお客様の安全を考え、現場優先主義で、自らの目で確かめ最善へと導こう 

 ・「地震/災害/犯罪/事故/情報漏洩」もしもの時に備え、想像力を働かせ安心を届け 

   よう 



４「主体性」  

 ・何事も、言われなくても「スピード感」を持って行動しよう 

 ５「夢・希望・感動」 

   ・「お客様の笑顔」を想像し、情熱を持ち、先見性を持ち、創造性をもって「夢・希 

     望・感動を届ける」ことに挑戦し続けよう 

６「調和・共生」 

 ・個の力を活かしつつ、互いに尊重し合おう 

  ・感謝の気持ちを忘れず、ステークホルダーと共に歩もう 

   ※ステークホルダー：お客様、役職員、関係団体、社会(地域) 

 ７「事業団の発展」 

   ・高い志を持ち、たゆまぬ努力を惜しまない職員になろう 

    ・自己の成長とチームワークを力にし、強い事業団をつくろう 

 ■ シンボルマーク 
  

大泉町において広くスポーツ・文化の振興と発展に寄与することを目的に設立された  

当事業団は、町民の皆さんとともに一人ひとりが心身ともに豊かで潤いと活気に満ちた  

生活実現を目指して日々、事業活動を続けております。  

大泉町民の皆さまの「笑顔」を支えたい。  

(イラストは【大泉】の文字をベースとし、笑顔を掌で下から支えている) そんな思いを 

込めてこのシンボルマークを発案いたしました。 

 

 

 

大泉町のスポーツ施設を管理するにあたり３つのＳを基軸に管理運営しております。  

Smile(スマイル：笑顔)・Safety(セーフティ：安全)・Service(サービス)に Sports 

(スポーツ)を掛け合わせ幾何学模様で表しています。 

 

  

大泉町文化むらのシンボルであるステンドグラスをイメージし「創造・感動・ふれあい」 

の場に似合った館を幾何学模様で表しています。 



２．事業・指定管理施設等の概要について 

 

（１）事業について 

事業内容 

【スポーツ振興事業】 

①地域スポーツの普及及び推進 

②地域スポーツの情報等の収集及び提供 

③地域スポーツ活動の支援 

④地域スポーツ団体の助成及び育成 

⑤地域スポーツ活動拠点の運営 

⑥その他この法人の目的を達成するため必要な事業 

【文化振興事業】 

①地域文化の創造及び発信 

②地域文化活動の協働及び創造性を育む機会の提供 

③地域文化の情報等の収集及び提供 

④地域文化活動の支援 

⑤地域文化団体の助成及び育成 

⑥地域文化活動拠点の運営 

⑦その他この法人の目的を達成するため必要な事業 

 

（２）指定管理施設等 

管理施設 

【スポーツ施設】 

①とね運動場 

②大泉町西体育館 

③いずみ総合公園町民体育館 

④いずみ総合公園町民野球場 

⑤いずみ総合公園いずみサッカー場 

⑥いずみ総合公園ゲートボール場 

⑦南公園 

⑧御正作公園ソフトボール場 

⑨大泉スバル運動公園 

⑩小・中学校体育施設（一般開放に伴う一部管理業務） 

【文化施設】 

①大泉町文化むら 

 

 

 



（３）施設受託管理・指定管理の経緯 

期 日 内   容 

S.60.9.1 町有スポーツ施設の受託管理開始 

（いずみ総合公園町民体育館、南公園運動施設、志部公園相

撲場、御正作公園運動施設、とね運動場、小中学校体育施設

一般開放窓口業務ほか） 

S.63.11.13 大泉スバル運動公園の受託管理開始 

H.元.1.13 大泉町文化むら生涯学習センターの受託管理開始 

H.2.7.1 大泉町西体育館の受託管理開始 

H.3.10.5 大泉町文化むら展示ホール棟の受託管理開始 

H.4.8.8 いずみ総合公園町民野球場の受託管理開始 

H.6.4.1 いずみ総合公園いずみサッカー場の受託管理開始 

H.18.4.1 指定管理者として町有スポーツ・文化施設の管理運営の指定

を受ける（１期目・指定期間３年） 

H.21.4.1 指定管理者として町有スポーツ・文化施設の管理運営の指定

を受ける（２期目・指定期間３年） 

H.24.4.1 指定管理者として町有スポーツ・文化施設の管理運営の指定

を受ける（３期目・指定期間５年） 

H.29.4.1 指定管理者として町有スポーツ・文化施設の管理運営の指定

を受ける（４期目・指定期間３年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（１）経営概況  

平成30年度は第４期指定管理期間の３年間の意義を示すため、昨年度に引き続き、事業計画書に沿っ

て人材育成・振興事業・施設運営に尽力いたしました。 

 

人材育成については、多くの起業家たちが唱える「経営理念」の大切さを念頭に取り組みました。年

度当初より文章化した理念を全員で復唱する取組みを実践し、職員一人ひとりが「使命感」を意識した

経営を目指しました。指定管理者制度の根幹である、「民間的経営手法の実践」、「町民サービスの向上」、

「経費の節減を図る」を叶えるには、やはり「組織は人なり」と考えるからです。具体的には、ＣＳＲ

教育、危機管理対策、サービス向上を重点的に資格取得や研修などの取り組みを行いました。 

 

次に振興事業については、スポーツ関係では健康増進支援事業、スポーツ普及事業、スポーツ観戦事

業に振り分け、ターゲットを絞ったかたちで実施しました。具体的には、当事業団の強みとして、地元

企業や地元スポーツ団体とのコラボレーション事業を多く開催しました。SUBARU、パナソニックワイル

ドナイツ、群馬銀行グリーンウイングスなどの協力で開催しました。また、新規事業としては、「アジャ

タ教室」及び「アジャタ大会」を実施し、新たな軽スポーツ開拓にも努めました。そして、間近に迫っ

た国際スポーツイベントの 2019 年ラグビーワールドカップ、2020 年東京オリンピック・パラリンピッ

ク大会開催に向けて、地元選手紹介やルール説明など広報誌「フレッシュおおいずみ」やホームページ、

Ｔwitterなどを通じて積極的な情報発信にも努めました。 

 

文化関係では、鑑賞事業、参加事業、創造育成事業、アウトリーチ事業に振り分け、特にターゲット

を意識しながら実施しました。具体的には新規事業として鑑賞事業の平成30年7月豪雨災害チャリティ

ーコンサートを大泉町出身のピアニスト志村和音氏を起用し、没後 100年となる「ドビュッシー」の魅

力を紹介するオリジナルスタイルの公演を開催しました。コンサートの売上額を町社会福祉協議会を通

じ日本赤十字社に寄付し社会貢献活動にも努めました。また、創造育成事業として、町内の３中学校吹

奏楽部による合同コンサートを「クリスマス・ウィンドフェスティバル」と題し実施し、当事業団なら

ではのコンサートに多数、好評をいただくことができました。また、空前の将棋ブームにのせて「親子

で体験！初心者将棋教室」を開催し、新しいジャンルの開拓にも努めました。情報発信関連では、広報

誌に各種団体紹介を掲載したり、読者向けチケットプレゼントの際などにＱＲコードを活用しホームペ

ージと広報誌の連動を図るなど、情報化社会への対応にも努めました。 

 

施設運営については、「お客様第一主義」を行動指針の先頭に掲げ、施設の利用者に満足頂ける安全で

快適な空間を提供できるよう努めました。今年度は特に「やさしさ」や「おもてなし」の心を意識した、

お客様に寄り添った接客を心掛け、利用者アンケートでポイント増加の結果を残すことができました。

また、猛暑、台風、豪雨などの自然災害に対応して、熱中症対策や危機管理対策に努めました。当事業

団が管理する施設も損害を被りましたので、今後も対策に余念なく取り組みます。 

 

経営面では、課題となっていた収支相償は新会計システムやネットワーク環境の充実にあて、発展的

な解消をすることができました。そして、今後の課題として入場料収入などの自己収入割合の向上があ

げられ、職員一人ひとりが「プロフィット」に着目した、経営に関する意識改革を行う必要があります。

事業運営の効率化や徹底したコストの削減、施設利用者増加に向けた取り組みなど、自立した法人運営

を図るため、さまざまな取組みを継続してまいります。 

 

 



 

（２）事業内容 

 

  

 

 

● 今年度の具体的な (新たな)取り組み 
 

利用者サービス向上 
 
 

区分 取 組 み 内 容 

共通 

経営理念の明確化によるミッション経営（朝礼にて実施） 

防災士資格取得 

ボランティア活動（ＣＳＲ研修）の実施 

利用者ニーズの収集⇒分析⇒対応⇒反映⇒データベース化 

町民体育館 

サービスマニュアルの改良 

利用者への声かけ実施 

文化むら モニタリングによる接客・ユニバーサルサービス・施設管理などの見直し 
 

    施設管理運営 
 
 

区分 取 組 み 内 容 

共通 

閉館までの正規職員常駐 

安全管理の充実 

個人情報保護体制、コンプライアンスの強化 

 

 

 

 

● スポーツ関係の特記事項 

 

取 組 み 内 容 結果 

多様なネットワークを利用して企業との連携。他施設への出前出張事業を開催

や、共催事業の実施。 実施済 

町民体育館駐車場の一部、区分けされていない部分の白線引きの実施による、

利便性の向上及び安全性の確保。 見送り 

とね運動場を安全で安心に利用していただけるよう、利用者に向けて注意喚起

札を各所に増設。 実施済 

 

 

２．ス ポ ー ツ 

1．共   通 



 

 
 

 

ア 健康増進支援事業  
 
気軽に楽しめるスポーツを通じ、健康なからだと豊かな心を育む機会を提供する事業です。具体的

には、幼児期からの体力向上、高齢者の健康寿命延伸支援、普段スポーツ施設に出向けない方を対象

に福祉施設や保育園・幼稚園に指導者を派遣するアウトリーチ事業など、子どもから高齢者まで幅広

い方々のための、スポーツを通じた健康づくり・コミュニティづくりの機会の確保に努めております。 

  

■ もっと速く走れる！走り方教室～持久走大会に向けて～ 

    ＳＵＢＡＲＵ陸上競技部にご協力いただき、小学生を対象に 

運動会や持久走大会などを目指して走り方のコツを学ぶ教室。 

コツを知る事で運動の楽しさを学びながら、体力の向上を目指し 

ています。また、選手達とふれあい一緒に競争できる貴重な体験 

の機会を提供しています。 

今年度は日程の調整をすることで、２０１９ニューイヤー 

駅伝に参加した４名の有力選手にも指導していただき、参加者に 

とって思い出に残る教室となったようです。そして、昨年に比べ 

１１％の参加者増加を果たすこともできました。  

   

〔期 日〕９月３０日（日） 

〔参加費〕５００円 

〔会 場〕東小体育館（台風接近の為） 

〔参加人数〕４０名 

 

【 自主事業（指定管理事業）】 

No 期   日 事   業   名 参加費 参加人数 

１ 
４月１２日(木)～ 

６月２８日(木) 

骨盤リンパストレッチ教室① 

（10回シリーズ） 
3,000円 ５９名 

２ ５月３１日（木） 認知症予防フリフリグッパー体操教室 500円 ２７名 

３ ６月１４日（木） 
～シニア世代に向けた～ 

イキイキリトミック運動教室 
700円 ２３名 

４ 
７月１２日(木)～ 

９月２０日(木) 

骨盤リンパストレッチ教室② 

（10回シリーズ） 
3,000円 ６６名 

５ 
９月２７日(木)～ 

１１月２９日(木) 

骨盤リンパストレッチ教室③ 

（10回シリーズ） 
3,000円 ６５名 

６  ９月３０日（日） 

もっと速く走れる！走り方教室  

    －持久走大会に向けて－ 

協力：SUBARU陸上競技部 

500円 ４０名 

７ 
１２月 ６日(木)～ 

３月１４日(木) 

骨盤リンパストレッチ教室④ 

（10回シリーズ） 
3,000円 ５９名 

８ １月１７日（木） 新 ボディバランスエクササイズ 参加費800円 託児料500円 
１０名参加 

託児１名 

(1)スポーツの普及及び推進【公益目的事業】 

 



 

■ 楽しく！チアリーディング体験！ 

    親子参加から、子どもだけでも参加できるように変更し、高学年 

になっても継続できるようなアプローチにも努め、チアダンスの 

楽しさに触れながら運動能力向上を目的に計画しました。 

結果、子どもの参加率は、前年比１０５％の増加を果たしました。 

将来も活動を続けられるようチーム案内をした事で、参加者の５％が 

後日チーム見学に参加しております。 

子ども対象の事業である為、大泉発足のチームの増加を図り、今後 

も成長を支援してまいります。 

 

〔期 日〕９月 ８日（土） 

〔参加費〕７００円 

〔会 場〕町民体育館 

〔参加人数〕３６名 

 

【 振興事業（補助金事業）】 

No 期   日 事  業  名 参加費 参加人数 

９ ９月 ８日(土) 楽しく！チアリーディング体験！ 700円 ３６名 

10 １１月１８日(日) 
第25回大泉健康ウォーク大会 

共催：大泉ウォーキング協会 
大人700円 子ども100円 １４１名 

11 ３月２７日（水） 
アジャタ・アウトリーチ事業 

協力：東児童館 
無 料 ７０名 

 

イ スポーツ普及事業  
 

軽スポーツを中心とした新しいスポーツを幅広い層に紹介し、スポーツの普及に務める事業です。  

具体的には、ジュニア世代に向けた競技スポーツの普及及び育成、幅広い世代のスポーツ大会参加の

促進、スポーツに親しむ機会の確保、生涯スポーツの推進に努めております。 

 
 

■ 第４２回大泉町マラソン大会 

昭和53年にはじまり、今年で 42回目を迎えた歴史ある大会。 

青少年健全育成やマラソン愛好家たちの受け皿として開催して 

まいりました。近年では、健康志向ブームなどによる市民ランナー 

の方や町内小中学生に多数参加していただき、町民の体力づくり 

や相互に親睦を図りながら、走る楽しさを知ってもらう事を目的 

に開催しております。町体育協会との共催で、１.５km/３km/５km 

の各コースを年齢・性別を分けて実施し、実力ごとにコースを選択することができます。 

また、前年同様パナソニック㈱のご協力で、普段立ち入ることのできない構内を開放していただ 

きスポーツイベントとして付加価値を高めることができました。 
 

〔期 日〕１２月９日（日） 

〔参加費〕一般８００円 中学生以下３００円 

〔会 場〕パナソニック構内及び外周コース 

〔参加人数〕７７０名 



 

【 自主事業（指定管理事業）】 

No 期   日 事  業  名 参加費 参加人数 

１ ９月２４日(月・祝) 

《キッズ夢プロジェクト》 

大泉町バレーボール教室 

協力：群馬銀行グリーンウイングス 

1チーム1,000円 
１２チーム 

１１６名 

２ ２月２３日(土) 

《キッズ夢プロジェクト》 

パナソニックワイルドナイツ 

スポーツ教室（タグラグビー） 

協力：パナソニックワイルドナイツ 

600円 １９名 

 

【 振興事業（補助金事業）】 

No 期   日 事  業  名 参加費 参加人数 

３ ９月 ２日(日) 

《ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ普及プロジェクト》 

第22回大泉町民ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ祭 

共催：大泉町教育委員会・大泉町体育協会 

無 料 ７１８名 

４ 
９月２９日(土)～ 

１０月２０日(土) 

《ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ普及プロジェクト》 

アジャタ（スポーツ玉入れ）教室（4回） 

一般2,000円  

中学生以下1,000円 
２０名 

５ １１月 ４日(日) 
《ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ普及プロジェクト》 

アジャタ大会（スポーツ玉入れ） 
1,000円 ５０名 

６ １２月 ９日(日) 
第42回大泉町マラソン大会 

共催：大泉町・大泉町体育協会 

一般800円  

中学生以下300円 
７７０名 

７ １月１９日(土) 

《キッズ夢プロジェクト》 

第17回大泉町少年野球教室 

協力：ＳＵＢＡＲＵ硬式野球部 

1チーム1,000円 
６チーム 

９５名 

 

 

ウ スポーツ観戦事業   
 

文部科学省がスポーツ政策の基本的方向性を示す「スポーツ立国戦略」では、日常的にスポーツに

親しみ、スポーツを楽しむ一環として「するスポーツ」だけでなく「観るスポーツ」も同時に推進し

たいとしております。当事業団では、トップレベルの競技大会やプロスポーツの観戦など、生の迫力

を感じていただくために、競技が行われている会場に出向き観戦をしていく事や、町内の運動施設を

活かし、観るスポーツの提供に努めております。 

 

【 自主事業（指定管理事業）】 

No 期   日 事  業  名 参加費 参加人数 

１ ９月２４日(月・祝) 

観るスポーツ！女子バレーボール 

群馬銀行グリーンウイングス 

エキシビションマッチ 

無 料 

会場：町民体育館 
６０５名 

 

【 振興事業（補助金事業）】 

No 期   日 事  業  名 参加費 参加人数 

２ ３月２４日(日) 観るスポーツ！プロ野球観戦ツアー 

チケット代1名3,500円 

    （総経費7,000円） 

会場：東京ドーム 

２９名 

 



 

エ．その他事業 
【 自主事業（指定管理事業）】 

No 期   日 事  業  名 参加費 参加人数 

１ １２月 ２日(日) 救急救命講習会 無 料 １７名 

 

【 振興事業（補助金事業）】 

No 期   日 事  業  名 参加費 参加人数 

２   ７月２４日(火) 
第30回群馬県市町村対抗ゴルフ選手権  

大泉町予選会 

無 料 

会場：白水ゴルフ倶楽部 
６名 

 

 

 

 
 
ア 月刊広報誌「フレッシュおおいずみ」の発行  
 

【 振興事業（補助金事業）】 
 

全世帯に配布される広報誌である為、幅広い方にご覧いただける 

ように、各種大会結果や、施設の料金表、利用者の声等を掲載し、 

楽しみながら分かりやすい紙面作りに努めました。２０１９年ラグ 

ビーワールドカップや２０２０年東京オリンピック・パラリンピック 

特集によるスポーツ機運の高まりや、団体紹介、教室の写真を掲載し 

た事でクラブ活動希望の問合せも多く、利用人数の増加にもつながり 

ました。今後も町民の皆さんに喜んで頂ける紙面作りに努めてまいり 

ます。 

●発行部数：町内全世帯及び関係機関、団体に配布＝16,500部／月 

 

 

 

イ ホームページの運営  
 

昨年リニューアルし、各種スポーツ教室やイベント案内、施設利用 

案内など利用促進に努めました。２０２０年東京オリンピック・パラリ 

ンピック特集として「大泉町から世界を目指すアスリートたち」などを 

開設して、フレッシュおおいずみ同様、町を挙げてのスポーツ機運の高 

まりに期待しています。 

また、問合せフォームの設置により、ホームページをご覧頂いたお客 

様から気軽にご質問を頂けるようになり、事業の申込や施設の使用方法 

についてメールでも回答できるようにしました。今後も継続してＳＮＳ 

「ツイッター」を利用してスピード感のある情報を発信し、ラグビーワ 

ールドカップ関連、当事業団のイベント、施設の情報以外についても発 

信してまいります。 

  

(2) スポーツの情報等の収集及び提供【公益目的事業】 

 



 

 

 

 

ア 振興発展のための後援事業  
  

【 振興事業（補助金事業）】（61件） 

・第73回東毛地区中学校競技大会  メダル220個贈呈 

・その他各種大会等の後援申請、贈呈メダル（60件） 

イ 大泉町・地域スポーツ大会等協力  

 

 

 

ア トップアスリート支援指定 
  

  【 振興事業（補助金事業）】  該当なし 

 

イ スポーツ団体育成・強化指定  
 

【 振興事業（補助金事業）】 
 

区 分 団 体 名 構成員 

育成指定団体 BLAZE １３名 

強化指定団体 
特別 パナソニックワイルドナイツ（ラグビー） ６５名 

一般 大泉剛柔会 （空手道） ８７名 

 

ウ 大会等出場援助  
 

【 振興事業（補助金事業）】 （86件） 

 ・群馬県中学校春季体育大会（3中学校） 

・平成30年度 全国高等学校総合体育大会 バレーボール競技大会（西邑楽高校） 

・その他各種大会等の出場援助 

NO 期 日 内  容 状況 

１ ４月 大泉町少年野球大会 開催準備、実施協力 

２ ５月 東毛地区中学校競技大会 開催準備、実施協力 

３ ６月 高齢者・身障者スポーツ大会 実施協力 

４ ６月 地域公民館ｽﾛｰﾋﾟｯﾁ・ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ大会 実施協力 

５ ７月 河川清掃 開催準備、実施協力 

６ ７月 勤労者野球大会 開催準備、実施協力 

７ １０月 町民体育祭 開催準備、実施協力 

８ １２月 スポーツ少年団交流大会 開催準備、実施協力予定 

その他 防災訓練、秋季検閲、体育協会主催事業 
施設整備、備品貸出等 

協力 

(4) スポーツ団体の助成及び育成【公益目的事業】 

(3) スポーツ活動の支援【公益目的事業】 

 



 

 

【 指定管理事業 】 

 

① 具体的な取組み 
  
ア 運営方針等 

 
○ フレッシュおおいずみ7月号の東京オリンピック・パラリンピック特集号で紹介したアス

リートたちの記事をポスター印刷して館内に設置。職員の名札用ネックストラップをオリ

ンピックグッズのものに変えて、２０２０年に向けたスポーツ熱の高まりに努めました。 

○ 7月中旬からの酷暑に対して、熱中症予防の声掛け・休憩所としてエアコンがある部屋の

開放・窓口で塩分チャージタブレット配布等、熱中症対策を行い少しでも快適にスポーツ

できる環境作りに努めました。 

○ 2019 年ラグビーワールドカップ日本大会開催に向けて、大会を盛り上げ、ラグビーの発

展・普及のためのブースを設置しました。 

○ 窓口の混雑が予想される場合は、別室を設けるなど利便性向上に努めました。 
 

イ 施設管理 
 

○ OIZUMI スポーツキャラバン隊の活動として、学校の校庭等管理施設以外の整備を行いま

した。 

○ 大会等で駐車場の混雑が予想される日は、窓口・トレーニング室のお客様用にコーン等で

駐車場を確保を行い、大会等主催者には近隣駐車場の借用案内を行い、全てのお客様が利

用しやすい環境づくりに努めました。 

○ 除草剤等薬品を散布する際の案内看板を増設。また、散布中を示すのぼり旗を立てて利用

者の安全確保に努めました。 

○ トレーニング室の利用促進を図るため、器具番号の刷新と、設置物の見直しを行いました。 

 

② 施設別利用状況及び使用料収入状況   

 

施 設 名 使用件数 使用人数 使用料(円) 
使用件数 

前年比率 

町民体育館 

アリーナ 4,237 46,810 1,839,710  99％ 

サブアリーナ 3,316  21,318 1,190,735 100％ 

トレーニング室 20,284  20,284  2,143,750 114％ 

その他 5,033 12,525 13,705 94％ 

町 民 野 球 場 448 13,743 805,070  85％ 

い ず み サ ッ カ ー 場 80 8,690 160,470 96％ 

南 公 園 
野球場 167 4,405 87,740 90％ 

テニスコート 3,734 21,574 1,747,990 100％ 

御 正 作 公 園 674 39,438 67,390 103％ 

いずみ総合公園ゲートボール場 206 3,572 480 100％ 

スバル運動公園 
多目的Ａ野球等 463 26,798  380,520 98％ 

多目的Ｂサッカー 170 17,246 152,640 96％ 

小  計 38,812 236,403 8,590,200  

還  付 (2) ― (1,900)  

合  計 38,814 236,403 8,588,300 105％ 

減  免    

（5,108） 

―   （4,299,975）   

(5) スポーツ活動拠点の運営【公益目的事業】 



 

 

 

 

● 文化関係の特記事項 

 

取 組 み 内 容 

ホームページについて、昨年に引き続き、文化むらにて開催される各種イベント・講座等の

告知、施設の利用に係る各種情報の提供、ＳＮＳやメールマガジンを活用したきめ細かな情

報発信と情報収集。 

事故防止力の向上を図るなど「利用者の安全確保が何事にも優先する」「安全・安心を最優

先」にした運営を行う。また、ヒヤリハット事例の共有とデータベース化。 

 

 

 
 

ア 鑑賞事業                                  

 

本物の芸術文化に触れる「感動」の場として、個性的で質の高い事業の提供を目指し取り組んでい

る事業です。大ホールにて開催する「古澤巌ヴァイオリンの夜」や小ホールにて開催する「ロマンテ

ィック・ジャズ」等、各施設の特徴を活かした大泉ならではのプログラムの企画に取り組んでいます。 

特に30年度は、前年度に行った入場料の見直しの結果を再検証し、必要に応じ料金の再設定を行う

等適正化を目指しました。また桐生音協等、共催事業を積極的に導入するほか、長期継続中の「古澤

巌ヴァイオリンの夜」についても、新たなジャンルのゲストを迎える等、新規顧客の確保を目指して

新陳代謝を図ります。 

 

■ 平成 30年 7月豪雨災害チャリティーコンサート 

志村和音の和音ラボ 「ドビュッシーの魅力に迫る」 （自主事業） 
 

７月の西日本豪雨災害に対する、事業団初の本格的なチャリテ 

 ィー公演として実施。大泉町出身のピアニスト・志村和音氏の協 

力により、この年、没後100年となるフランスの名作曲家ドビュ 

ッシーの魅力を、演奏と解説で紹介する「和音ラボ」というスタ 

イルのオリジナルコンサートを企画・開催しました。大泉北・南 

中の吹奏楽部の部員の有志１９名が特別出演し、「翼をください」 

などお馴染みの曲が、志村氏の伴奏によりドビュッシーの曲の 

ように聴こえる、という実験に協力していただきました。当日は 

ロビーに募金箱を設置し、入場券の売上から経費を引いた額と合 

わせた367,650円を、町社会福祉協議会を通じて日本赤十字社の 

「平成30年７月豪雨災害義援金」に寄付しました。 
 
 
 

   【日時】１２月７日(金) 午後６時３０分開演 

   【場所】文化むら・大ホール 

   【料金】全席自由  一般 2,000円・高校生以下 1,000円 

   【入場者数】３１９名 
 
 
 

 (6)文化の創造及び推進・(7)文化活動の協働及び創造性を育む機会の提供【公益目的事業】 

３．文  化 



 

【 自主事業（指定管理事業）】 
 

NO 期 日 事   業   名 入 場 料 等 入場者数等 

１ ８月１２日（日） 

2018群馬交響楽団 県民コンサート 

中嶋彰子プロデュース「歌の力」 

～みんなで作るオペラの世界Vol.3  

共催：群馬県/(公財)群馬交響楽団 

全席自由一般 3,000円 

高校生以下  1,500円 
４２２名 

２ ８月２５日（土） 

Ciel（シエル）＆ オトハコ 

ファミリーコンサート 

共催：Ciel ＆ オトハコ ファミリー 

コンサート実行委員会 

全席自由   1,000円 ３０９名 

３ ９月 ２日（日） 
角松敏生コンサート 

共催：桐生音楽文化協会 
全席指定   7,500円 ６８５名 

４ １２月 ７日（金） 

平成30年7月豪雨災害ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾝｻｰﾄ 

志村和音の和音ラボ 

「ドビュッシーの魅力に迫る」 

全席自由 

 一 般  2,000円 

高校生以下1,000円 

３１９名 

５ １２月２２日（土） 

古澤巌ヴァイオリンの夜 in文化むら 

第２７期シリーズ Vol.1 

ウインター・パーティー 

「神髄・古澤巌ヴァイオリンの夜」 

全席指定 

シリーズ券11,000円 

法人会員券13,000円 

ビジター券 5,500円 

６１１名 

６ １月１４日（月･祝） 

Ciel（シエル）ニューイヤー 

ファミリーコンサート 

共催：大泉町地域活動連絡協議会 

全席自由 

 一 般  1,200円 

中学生以下 800円 

親子ペア 1,800円 

３５７名 

７ ３月 ２日（土） 

古澤巌ヴァイオリンの夜 in文化むら 

第２７期シリーズ Vol.2 

スプリング・パーティー 

「古澤巌・塩谷哲ｽﾍﾟｼｬﾙｹﾞｽﾄ藤井フミヤ」 

全席指定 

シリーズ券11,000円 

法人会員券13,000円 

ビジター券 5,500円 

  ７０３名 

 

 

【 振興事業（補助金事業）】 

NO 期 日 事   業   名 入 場 料 等 入場者数等 

８ 

５月１１日（金） 

シーズン１「春」 

文化むらジャズコンサートシリーズ 

第９集 

ロマンティック・ジャズ 

～プレミアムナイツ2018 

全席自由 

４回通し券 7,000円 

１回券   2,000円 

（小ホール） 

１８７名 

７月１３日（金） 

シーズン２「夏」 

（小ホール） 

１７０名 

１０月１２日（金） 

シーズン３「秋」 

（小ホール） 

１６６名 

１月１８日（金） 

シーズン４「冬」 

（小ホール） 

１６５名 

９ ６月６日（水） 
文化むら大衆演劇 

劇団 侍 公演 
全席指定     1,500円 

 

  ４９４名 

10 １０月２０日（土） 
おおいずみ出身アーティスト支援事業 

家族草子2018 in GUNMA（2回公演） 
～森浩美の作品による新しい朗読劇の世界～ 

２回公演 

全席自由 一 般 1,500円 

高校生以下 500円 

（小ホール） 

１９８名 

 

 



 

イ 参加事業                           

 

利用者も含めた多くの町民が参加できる「ふれあい」の場として企画し、同時に交流を深め、相

互の文化活動が刺激し合うような相乗効果の活性化を図っています。地域住民が計画的に参加でき

るよう、継続的に取り組む事業が中心となりますが、効果を維持しつつ経費の縮減や業務の合理化

に取り組むよう努めました。特に今まで大人向け、子ども向けと２日に分けて開催していたダンス

フェスタを１日に統合し、施設を占有する日数を減らしながら、照明費用等経費の縮減を図ったり、

ピアノマラソンに於いてもＤＭを廃止し経費を縮減しつつ、応募フォームを使用し参加者の利便性

を高める等、様々な工夫を取り入れました。 

 

■ アマチュアバンド Ｎｅｗ Ｙｅａｒ ＬＩＶＥ ｉｎ 文化むら （振興事業） 
 

昨年度まで大ホールにて実施してきた「アマチュア音楽祭 

」を、会場を小ホールに移し、飲食を楽しみながら演奏を聴 

く事ができるスタイルに変更して開催しました。 

出演バンドも従来までは１０バンドの公募としていました 

が、今回はメジャー曲のカバーを中心に演奏するベテランバ 

ンド５組を事務局にて選出し、一般の来場者がより楽しめる 

プログラム構成を心掛けました。 

これにより全体の経費を大幅に縮減しながら、より一般の 

地域住民が親しみやすい事業へのシフトを図りました。 

 

   【日時】１月２７日(日) 午後５時～午後８時２０分 

【場所】文化むら・小ホール 

   【料金】前売1,300円／当日1,500円（ワンドリンク付き） 

   【入場者数】１１５名 

 

 

【 自主事業（指定管理事業）】 

 

【 振興事業（補助金事業）】 

NO 期 日 事   業   名 入 場 料 等 入場者数等 

１ 
５月２６日（土） 

２７日（日） 
第１１回文化むらピアノマラソン 参加料   １人（組）500円 

参加者    ２２１組 

入場者    ７０８名 

２ 
１１月２３日 

（金・祝） 
第２４回 大泉町合唱祭 

参加無料 

全席自由／入場無料 

参加団体  １２団体 

入場者   ７６８名 

NO 期 日 事   業   名 入 場 料 等 入場者数等 

３ ９月１６日（日） 文化むらダンス・フェスタ2018 
参加料   １団体6,000円 

全席自由／入場無料 

参加団体  ７０団体 

入場者数  1,530名 

４   １月２７日（日） 
アマチュアバンド 

New Year LIVE 2019 

全席自由 ワンドリンク付 

前売券  1,300円 

当日券  1,500円 

（小ホール） 

     １１５名 

５  ２月１０日（日） 第９回 文化むらカラオケ選手権大会 

予選参加料  1,000円 

本選参加料 10,000円 

入  場  料  1,000円 

予選応募者 ７１名 

本選出場者 ２５名 

入場者  ３５９名 



 

ウ 創造育成事業 

 

 教室事業や「独創性の高いオリジナル事業」の制作に、文化団体や演奏家、利用団体などと協働

で取り組む「創造」の場を提供することにより、地域文化の発展と文化振興を担う人材の育成に取り

組んでいます。特に30年度は町内３中学校の吹奏楽部によるクリスマスコンサートを企画し、活動の

活性化を目指すほか、新規の教室事業等、施設の活用促進に繋がる事業に積極的に取り組みました。 

  

■ クリスマス・ウインド・フェスティバル ｉｎ 文化むら （自主事業） 

 

今回、初めての取組みとなる３中学校の吹奏楽部による、 

合同のクリスマス・コンサート。普段、一緒に演奏する機会 

   の少ない３校の吹奏楽部が、文化むら・大ホールにてそれぞ 

   れの演奏を披露したり、合同演奏に取組む場を設けることで、 

相互の交流を深め活動の活性化と技術の向上を図るものです。 

各校は、コンクールの練習や各種イベントの対応等で忙し 

   く、思うように合同練習の時間も確保できない状況にもかか 

わらず、部員達自身による司会進行で「ＹＭＣＡ」や「ダン 

シング・ヒーロー」など話題の曲を次々と演奏し、聴き応え 

のあるステージを創り上げてくれました。 

公演後は顧問の先生や各部員から「他校の生徒と一緒に演 

奏できてとても楽しかった、ぜひ来年も取り組みたい」とい 

う声を多数いただきました。 

 

   【日時】１２月１６日(日) 午後２時開演（１時３０分開場） 

【場所】文化むら・大ホール 

   【料金】入場無料（全席自由） 

   【入場者数】３０５名 

 

【 自主事業（指定管理事業）】 

NO 期 日 事   業   名 入 場 料 等 入場者数等 

１ ４月～３月 
こどものための初心者ヴァイオリン 

合奏教室      （全４４回） 
参加料   3,000円／月 参加者    １８名 

２ 
５月１２日（土） 

  １３日（日） 

第10回 群馬県東部地区 

ソロコンテスト 

共催：群馬県東部地区吹奏楽連盟 

全席自由     500円 

参加者   

中 学 生  １１０名 

高 校 生   ３５名 

入場者数    1,289名 

３ ８月  ３日（金） 

青島広志の楽しいオペラ 

プレトーク 

共催：meeting point doux+ 

全席自由／入場無料 

（要整理券） 
  １１７名 

４ ８月  ４日（土） 

きらめくオペラ出演者による 

レクチャー＆公開レッスン 

共催：meeting point doux+ 

参加無料 
受講生    ５名 

聴講者   ５０名 

５ ８月  ５日（日） 

谷口睦美プロデュース 

きらめくオペラ Vol.２ 

共催：meeting point doux+ 

指定席（前売）2,500円 

    （当日）3,000円 

自由席（前売）2,000円 

    （当日）2,500円 

   ３１５名 



 

 

 

エ アウトリーチ・その他事業  

 

 施設内の活動にとどまらず、文化むら等の施設に足を運ぶことが困難な方々や機会がなかなか持

てない方々のところへ出向き、質の高い芸術文化鑑賞の機会の提供に取り組んでいます。また、県内

施設に於いても「避難訓練コンサート」への取り組みをいち早く開始し、数百人単位の対象者を効率

的に避難させるノウハウの構築に取り組んでいます。特に 30年度は、昨年度に質的向上や効果的な宣

伝、経費の縮減を図るべく取り組んだ「訪問コンサート」と「ファミリー向け事業」との連動につい

て、より効果を高められるよう、開催時期等を再検証のうえ実施しました。 

 

 

■ 訪問コンサート「Ciel (シエル)スペシャル・コンサート」 （振興事業） 

 

町内の福祉施設や児童館にプロの演奏家を派遣し、ホール 

   に足を運ぶ機会が持てない人に鑑賞の場を確保する訪問コン 

サート。今回は昨年と同じく１月に文化むら大ホールで開催 

するファミリーコンサートに出演予定の音楽ユニット「Ciel」 

による訪問コンサートを実施し、１月公演のＰＲも図りまし 

た。各児童館と調整の結果、今年は北児童館での開催となり 

ました。 

ヴァイオリンとキーボードの２人組「Ciel」が、コミカル 

なパフォーマンスとともに、ディズニーナンバーやポピュラ 

ークラシック等を次々に演奏し、子ども達は大興奮の４０分 

間でした。 

       

   【日時】１２月３日(月) 午後３時３０分開演 

   【場所】大泉町立北児童館 

   【料金】鑑賞無料 

   【参加者数】９２名 

 

 

 

 

６ １２月１６日（日） 
クリスマスウインド・フェスティバ

ルin文化むら 
全席自由／入場無料    ３０５名 

７ 
１月５日（土）～ 

３月１６日（土） 

親子で体験！初心者将棋教室 

（全８回） 

参加料1,000円 

（１組２名／８回分） 
参加者１５組(３０名) 

８ １月１９日（土） 
楽器セミナー 

共催：(公財)群馬交響楽団  
参加無料 

町内３中学校 

吹奏楽部員４２名 

９ ３月１７日（日） 

邑楽館林吹奏楽連盟 

第３１回 新人演奏会 

共催：邑楽館林吹奏楽連盟 

全席自由  100円 
参加団体  ２１団体 

入場者数  ５１２名 



 

【 自主事業（指定管理事業）】 

NO 期 日 事   業   名 入 場 料 等 入場者数等 

１ ９月２２日（土） 
第５回文化むら避難訓練コンサート 

協力：西邑楽高等学校 
入場無料 ３６２名 

 

【 振興事業（補助金事業）】 

NO 期 日 事   業   名 入 場 料 等 入場者数等 

２  １２月３日（月） 
訪問コンサート 

Ciel(シエル)スペシャルコンサート 
鑑賞無料       ９２名 

 

 

 

 

 

 

ア 月刊広報誌「フレッシュおおいずみ」の発行  

 

【 振興事業（補助金事業）】 

事業団主催・共催事業のみならず、町内のスポーツ・文化に係る 

各種情報を幅広く掲載。各種団体を取材し、その活動を写真入り 

で紹介したり、各種講座の申し込みや読者向けのチケットプレゼン 

トなどで、ＱＲコードを活用しホームページとの連動を図るなど、 

新しい活用にも取り組んでいます。 

また、町広報に先駆け設定した広告スペースにより収入の確保も 

図っています。 

 

●発行部数：町内全世帯及び関係機関、団体に配布＝16,500部／月 

 

 

イ ホームページの運営  

 

 昨年のリニューアルに伴い、レイアウトの変更や案内図の更新 

等の作業を随時対応できる体制で運用しています。催物情報、施設 

使用情報について、分かりやすさを常に検証し、ホームページとし 

ての基本性能の充実を目指すほか、ＳＮＳとの連動によるスピーディ 

ーできめ細かな情報発信、専用フォームを活用したイベント応募や 

各種サービスの申込受付、ＱＲコードにより「フレッシュおおいずみ」と 

相互の特徴を補完する活用等、新しい取組みを積極的に取り入れ利便 

性を高めています。今後は、活動のＰＲやメンバー募集の場として 

地域の団体やサークルが直接活用できる様なスペースを設ける等、 

コミュニティーの活性化に役立てる機能を追加したり、施設周辺の 

店舗、事業所の広告掲載スペースを設けて収入確保のツールとして 

も活用できる等、新しい価値を付加していきたいと考えます。 

 

(8)文化の情報等の収集及び提供 【公益目的事業】 

 

 



 

                                

 
 
ア 振興発展のための後援事業  

【 振興事業（補助金事業）】 （17件） 

 

イ 大泉町・地域文化事業等の協力 （ 34件） 

 

 

 

 

ア コンクール等参加に対する助成 

    【 振興事業（補助金事業）】 ( 1件)  
 

イ 文化団体育成・強化指定  

【 振興事業（補助金事業）】 
 

区 分 団 体 名 構成員 

育成指定団体 リアルボイス★めっかる（アカペラサークル）  １２名 

強化指定団体 申請なし 

 

ウ  文化事業支援 

【 振興事業（補助金事業）】 

  ほほえみ会１０周年記念 歌謡・舞踊・感謝の集い（主催：ほほえみ会） 

 

 

 

 

【 指定管理事業 】 

 

① 具体的な取組み 
  
ア 運営方針等 

○ 「お客様第一主義」を行動指針に掲げ、昨年度の「あいさつ」の徹底に加え、より満足して

ご利用いただく為に、更なる変革を求め、ユニバーサルサービスやホスピタリティをより意

識した、「温もりを感じられる」お客さまに寄り添った接客に取り組みました。また、大泉 

町パートナーシップ運用開始に伴い、性的マイノリティの方々への配慮のため、多目的トイ

レ３ヶ所に「どなたでもご利用できます」の掲示をしました。 

○ 職員紹介ボード設置などにより「使いやすさを求めた快適環境の推進」に努め、「来て良かっ

た、また利用したい」とお客様が感じていただけるように努めました。 

○ ピクトグラムのさらなる充実を図り、お客様目線の「やさしい施設作り」の追求に努めまし

た。 

○ ホームページ及び広報誌「フレッシュおおいずみ」を有効活用した情報発信の強化に努めま

した。 

○ 時間差出勤等による人件費の縮減 

○ 光熱水費の縮減等をサービスの低下が無いよう十分配慮しながら行いました。 

(11) 文化活動拠点の運営 【公益目的事業／収益事業】 

 

 

(9) 文化活動の支援【公益目的事業】 

 

 

 

(10) 文化団体の助成及び育成 【公益目的事業】 

 



 

イ 施設管理 

○ 今夏の異常な猛暑を受け、お客さまの体調不良などに対応するため、玄関に「熱中症注意喚

起」の看板を置き、各利用申請者にも「同注意喚起カード」を配布したしました。 

○ 貸出施設も兼ねる母屋と茶室棟ご利用のお客様のために、貸出用扇風機を追加購入し、熱中

症予防対策に努めました。 

○ 薬剤散布告知看板を追加購入し、来館のお客様や散歩者等近隣の町民の方々の安全安心確保

に努めました。 

○ 「やさしい快適な環境の提供」を求め、展示ホール棟正面及び北玄関に花のプランターを増

設、毎年恒例となっている「グリーンカーテン」の設置に努めました。 

○ 群馬県・大泉町が推進している「クールシェア」の協力に努めました。更に、環境省が推進 

している「ウォームシェア」を冬の期間行いました。 

○ 利用しやすいように、練習室等附属のいす、机、譜面台など片づけ位置表示をさらにわかり

やすくしました。 

○ 「文化むら」により親しみを持っていただくために、ＳＮＳを通じて、きめ細かな情報発信

の推進に努めました。 

○ 駐車場や洗い出し部分の、ひび割れやデコボコなどの補修を行いました。また、歩道部分と 

駐車場との境の段差解消の補修を行いました。 
 

② 施設別利用状況 

 

区分 施 設 名 
利用可能

日数 
利用日数 利用人数 稼働率 

前年度 

稼働率 
稼働率対比 

大
ホ
ー
ル
棟 

大ホール 284  230 66,105 81% 83%         96% 

小ホール 298  232 31,663 78% 84%         93% 

展示コーナー 301  35  7,350 12% 14% 86% 

研修室 300 162  8,784 54% 64% 84% 

和 室 297  100  1,470 34% 39% 87% 

展
示
ホ
ー
ル
棟 

展示ホール 300  212  38,461 71% 68% 104% 

展示コーナー 304  29  3,970 10% 14% 71% 

研修室  

１ 302  224  11,712 74% 84% 88% 

２ 303  235  13,899 78% 75% 104% 

３ 306  263  7,112 86% 89% 97% 

４ 306  277  4,334 91% 87% 105% 

練習室  

１ 306  305  6,882 99% 98% 101% 

２ 305  305  10,060 100% 98% 102% 

３ 306  301  10,975 98% 99% 99% 

和 室 304  204  2,979 68% 66% 103% 

資
料
館 

母 屋 282  66  878 23% 25% 92% 

茶 室 293  64  1,005 22% 20% 110% 

                        合  計 227,639    



 

 

 

 

● 法人運営【補助金事業】 
 

ア 人材育成 
 

世代交代が進む中、安定した経営基盤作りの上で人材育成は最も大切な要素と考えます。大

泉町のスポーツ、芸術・文化振興を担う専門組織として、町民の皆さまにご満足して、また、

安心してご利用頂くために職員一人ひとりが責任を持って業務に携えるよう、今年度も引き続き

人づくりに励みました。 
 

NO 研 修 名 実施日／予定月 内容など 

１ 接客研修 8月/1月8日(火)  

8月：町民体育館・文化むら施設ごとに実施 

1月 8日 

内容：心を伝える表現方法・電話対応スキルアッ

プ・クレーム対応についての研修 

会場：文化むら研修室  

講師：NTTユーザー協会 石坂綾子氏 

参加人数：２３名  

２ 軽スポーツ講習会 4月16日(月) 
内容：ソフトバレーを体験し競技をより理解する 

会場：町民体育館  

参加人数：２９名 

３ 情報発信研修 9月26日(水) 

内容：ソーシャルメディアを活用した情報発信に

ついての研修 

会場：文化むら研修室  

講師：情報発信アドバイザー  

金子 綾 氏 

参加人数：１１名 

４ 
“人を育てる人”を育て

る研修体験会 
10月15日(月) 

主催：ＰＨＰ研究所 

内容：昨今のダイバーシティの進展に伴い、同質性 

を前提としたマネジメントが機能しなくな

ってくるのに対応し、「個々の人材を育てる

力」、「多様な人材を束ねる力」を習得するた

めの研修体験  

会場：ＰＨＰ研究所 東京本部 

参加人数：１名 

５ 人権研修 11月15日(木) 

主催：大泉町・大泉町教育委員会・大泉町人権教育推

進委員会 

講師：堀尾正明  

内容：町ぐるみ人権教育推進大会 

  はぐくもう！思いやりの心は「ご近所の底力」 

会場：文化むら大ホール  

参加人数：１０名 

６ 
ユニバーサル 

サービス研修 
2月19日(火) 

内容：サービス介助士資格取得の職員を講師にOJT

にて実施（サービス介助士の基本理念、高

齢者への介助方法、ホスピタリティマイン

ドとは、車イスの介助方法など） 

会場：文化むら研修室  
参加人数：１３名 

4．法 人 運 営 



 

７ ＰＤＣＡ研修 3月11日(月) 

「要領が悪い人の７つの特徴」、「いい結果

が出ないのには、やっぱり理由があるから」、

「孫社長が実践するＰＤＣＡ」はじめＯＯＤＡ

やＳＴＰＤなどを紹介する紙面研修 

８ ＣＳＲ教育研修 11月12日(月) /2月  

11月12日 

場所：西小泉駅・東小泉駅・文化むら周辺 

参加人数：１４名 

ごみ分量：可燃ごみ70ℓ×２、不燃ごみ45ℓ×１ボ

ランティア活動(駅周辺等ゴミ拾い) 

2月 (紙面研修) 

事業団 CSR活動の紹介(ボランティア清掃・豪

雨災害チャリティーコンサート・南中学校校庭の

除草剤散布、草取り・春、秋道路清掃・エコ

キャップ収集活動など社会奉仕活動啓発 

９ 
自主事業研修 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ研修 
1月23日(水) 

主催：群馬県 公立文化協会 

内容：ミニコンサート「Otan43 大塚みかさん」 

講演「明るくかっこいいローカルビジネス」 

会場：太田市民会館  

参加人数：２名 

10 
舞台技術/ 

貸館業務研修 
2月20日(水) 

主催：群馬県 公立文化協会 

内容：講演「地域に開かれた『新しい広場』として

の文化施設運営」 

会場：群馬音楽センター 

参加人数：１名 

11 
責任者研修 

マネジメント研修 

4/19、5/22、6/19、7/19、

8/19、9/21、10/18、11/22、

12/21、1/22、2/21、3/19 

題目：「人を育てる心得」、「管理者の役割」、「管理

職の弊害」、「気がきく若手育成」、「トヨタの考え

方」、「プロフィットの考え方」、「ロジカルシンキ

ングとは」、「幸せな会社とは」など 

参加人数：各回 ６名～８名 

 

イ 環境整備 
 
職員が「笑顔で働ける環境」づくりも大切なテーマです。高いモチベーションで日常業務に当た

れ 

るように職場環境の整備も積極的に推進しております。限られた資源で効率的な効果をあげてい 

くのも職場環境が大切だと考え、昨年度同様に「働き方改革」にも取り組みました。 

町民の皆さまから信頼される指定管理者として、防災対策とコンプライアンスの強化を図りま 

した。特に防災対策はじめ危機管理については、組織一丸となって取り組み、個人情報やITシス 

テム管理については、人的・物理的・技術的対策を講じて徹底した安全管理を遂行しました。 

 

NO 項 目 実施日／予定月 内容など 

１ 

リスクマネジメント 

研修 

～組織的な危機管理～ 

8月 6日(月) 

内容：法人運営におけるリスクを総合的にコント

ロールするための研修 

会場：文化むら研修室  

講師：㈱インソース講師  

前野 謙 氏 

参加人数：２７名 



 

２ 
ミッション経営 

の実施 
通年 

毎日の朝礼にて「基本理念」、「経営理念」や 

「行動指針」を全員で読上げることにより、 

職員一人ひとりの肚に「使命感」を落とし込 

み、理念に基づいた経営を目指して継続中 

３ 働き方改革 12月/3月 
12月：片づけチェック実施（効率的事務の推進） 

3月：効率的業務への変革を紙面研修  

４ 個別面接 6月/11月 

人事評価システムを通じ、上司と部下のコミュニ

ケーションを図り、士気高揚、活力を生み出し、

風通しのよい職場づくりを目的に行う 

５ 非常伝達訓練 
7月 20日(金) 

3月26日(火) 

大泉町に震度５強の地震が起き、指定管理施 

設が避難所に指定されたことを想定し、職員 

全員に一斉メール発信、係長以上は30分以内 

に参集、それ以外の職員は電話連絡する訓練 

【 結果：30分以内全員連絡取れる 】 

６ 安全研修 4月/6月/9月/2月 
町民体育館・文化むら施設ごとに実施中 

【 避難誘導、消火、参集、AED取扱 訓練 】 

７ 
個人情報保護 

情報ｾｷｭﾘﾃｨ研修 
8月/1月8日(火) 

8月：町民体育館・文化むら施設ごとに実施 

1月 8日 

内容：個人情報保護法の基礎知識・安全管理措置

の実施についての研修 

会場：文化むら研修室  

講師：NTTユーザー協会 石坂綾子氏 

参加人数：２３名  

８ 
ネットワーク 

環境整備 
3月15日(金) 

クラウドの導入・新ネットワークの構築及び、セ

キュリティ強化 

 

ウ 財  務 
 

経理面では、新たな会計システム導入に向け準備を進めています。また、公益法人として求め

られる経理的基礎の充実に向けた、基礎能力の底上げに取組んでいます。スポーツ振興・文化振

興の事業計画、予算の進捗管理、また、消費税増税に向けた対策や、事業評価、決算の経営分析

による適切な経営支援を行い公益法人としての経営の安定化を図っています。 

 

NO 項 目 実施日／予定月 内容など 

１ 会計システム導入 3月19日(火) 

経理担当者の負担を軽減し、難しい仕訳のチェッ

クや一取引二仕訳の二仕訳目自動作成など、「誤り

のない会計処理」を実現。貸借・正味ベースを含

めた正確な計算書を作成できる新機種導入 

２ 経理基礎研修 4月16日(月) 
若手職員を対象に財務諸表、複式簿記、会計シス

テム操作方法、収支計算書についてOJTにて実施 

３ 簿記基礎セミナー 8月21日(火) 

主催：満喜㈱ 

参加人数：５名 

内容：公益法人会計を習得するにあたり、若手職員を

中心に簿記の基礎を学ぶ 



 

４ 

「複数税率に備えた」 

消費税実務完全対策 

セミナー 
9月19日(水) 

主催：公益法人協会  

参加人数：１名 

内容：消費税の基礎から、増税による軽減税率対応の

仕方、非営利法人に係る特定収入関連の計算方

法を学ぶ 

５ 
平成 31年度事業計画

及び予算作成 
7月～10月 

7月、8月振興事業、施設管理担当者とヒアリング 

9月、10月中身を精査し最終調整 

６ 
予算・振興事業の 

進捗管理 
毎月 

月次試算表や事業評価シートによる進捗管理及び

経営分析 

７ 
「消費税法改正対応」 

消費税基礎セミナー 
12月13日(木) 

主催：満喜㈱ 

参加人数：１名 

内容：消費税の基礎から公益法人の特例増税に伴う

経過措置、軽減税率の判定、新たに導入となる

請求書等保存方式など 

 

エ 理事会・評議員会 

 

公益法人としてのガバナンス、業務執行、法人運営が適正に行われているかを諮る、理事会、評

議員会は適切に行われました。今年度は新たに常務理事が選定され、新体制での法人運営となり、

理事長及び常務理事の職務執行報告も振興事業、施設運営、法人運営の様子を報告し適切に行

われました。 

 

NO 期 日 会 議 名 内       容 

１ ５月 ８日（火） 監査会 

○平成２９年度監査（会計監査・事業監査） 

会場 文化むら 研修室 

出席者 理事長 監事２名 

２ ５月 ９日（水） 
 第３６回 

定時理事会 

○理事長の職務執行状況について         【報告】 

○平成２９年度事業報告について         【報告】 

○平成２９年度会計決算について（監査報告）   【承認】 

○定時評議員会へ提出する理事候補者名簿 

について                         【可決】 

○定時評議員会の招集について          【可決】   

会場 文化むら 研修室  

出席者 理事長 理事３名 監事１名 

３ ５月２４日（木） 
第３３回 

定時評議員会 

○平成２９年度事業報告について         【報告】 

○平成２９年度会計決算について（監査報告）   【承認】 

○事業団理事の選任について           【可決】 

会場 文化むら 研修室 

出席者 理事長 評議員５名 監事１名 

４ ５月２４日（木） 
 第３７回 

理事会 

○事業団常務理事の選定について         【選定】   

会場 文化むら 研修室  

出席者 理事長 理事５名 監事２名 

５ ９月１２日（水） 
第３８回 

理事会 

○平成３０年度事業執行状況について       【報告】 

○平成３０年度会計補正予算について       【承認】 

○評議員会の招集について            【可決】 

会場 文化むら 研修室 

出席者 理事長 常務理事、理事４名 監事２名 

６  ９月２０日（木） 
第３４回 

評議員会 

○平成３０年度会計補正予算について       【承認】 

会場 文化むら 研修室 

出席者 理事長 常務理事、評議員６名 監事２名 

７ １２月１２日（水） 
第３９回 

理事会 
○理事長及び常務理事の職務執行状況について   【報告】 

○平成３０年度事業執行状況について       【報告】 



 
○平成３０年度会計補正予算について       【承認】 

○評議員会の招集について            【可決】 

会場 文化むら 研修室 

出席者 理事長 常務理事、理事４名 監事１名 

８ １２月２０日（木） 
第３５回 

評議員会 

○平成３０年度会計補正予算について       【承認】 

会場 文化むら 研修室 

出席者 理事長 常務理事、評議員５名  

９ ２月１３日（水） 
第４０回 

理事会 

○平成３０年度事業執行状況について       【報告】                   

○平成３０年度会計補正予算について       【承認】 

○平成３１年度事業計画について         【承認】 

○平成３１年度会計予算について         【承認】 

○評議員会の招集について            【可決】 

会場 文化むら 研修室  

出席者 理事長 常務理事、理事２名 監事２名 

10 ２月２１日（木） 
第３６回 

評議員会 

○平成３０年度会計補正予算について       【承認】 

○平成３１年度事業計画について         【承認】 

○平成３１年度会計予算について         【承認】 

会場 文化むら 研修室  

出席者 理事長 常務理事、評議員６名 監事２名  
 

オ その他 [研修・会議・資格取得等] 

№ 研修名・会議名など 期 日・会場 実施内容など 

１ 
公益法人のための運営

実務セミナー 

6月29日（金） 
千代田区 駿河台新館 

主催：いずみ会計事務所、三井住友海上火災保険㈱  

参加人数：２名 

内容：公益法人運営にあたってのポイント解説  

２ 

平成30年度群馬県博物

館連絡協議会第1回東毛

地区ミーティング 

7月4日（水） 
桐生市  

重要文化財彦部住宅 

主催：群馬県博物館連絡協議会 

参加人数：1名 

内容：多くの館園の方々が集い、気軽にアイディアを出し

合えるミーティングを通し、各館園相互の連携がよ

りよい形で進められるようにする。 

３ 公社債基礎研修 
7月5日（木） 

高崎市 野村證券 

主催：野村證券 

参加人数：１名 

内容：公社債や債券の基礎知識を学び、債券投資の考え方

や日本経済、世界経済の動きを知り、今後の運用に

活かす 

４ 

「強い現場をつくるリ

ーダーになるための 

松下幸之助に学ぶ５つ

の原則」体験セミナー 

7月6日（金） 
江東区  

豊洲キャナルフロント 

主催：ＰＨＰ研究所 東京本部 

参加人数：２名 

内容：松下幸之助に学ぶ経営哲学・人間力を現代にあては

め職場風土改革を行う講師派遣プログラムの体験 

５ 
田村潤氏(キリンビール

元副社長)経営セミナー 

9月6日（木） 
江東区  

豊洲キャナルフロント 

主催：ＰＨＰ研究所 東京本部 

参加人数：１名 

内容：「負けグセ社員たちを『戦う集団』に！」現場を回り、

考えに考えてあるべき姿をイメージし理念を掲げ、

経営改革を実現した講師の「実践例をあげ生の声」

から学ぶ 

６ コンプライアンス会議 
9月26日(水) 
文化むら 

参加者：事務局、館長、館長補佐、各施設担当者、 

参加人数：１３名 

題材：リスクマネジメント、個人情報など 



 

 

【法人としての新たな取組み】 

１ 防災士資格取得 

２ 経営理念の明確化によるミッション経営の実施（毎朝の経営理念唱和など） 

３ ボランティア活動（ＣＳＲ研修）の実施 

４ 熱中症対策（タブレット配布、張り紙やお声掛けなど） 

  ５ ラグビーワールドカップ・東京オリンピック関連取り組み 

（広報誌フレッシュおおいずみ特集号発行・ホームページに特集設置・特設ブースを設ける） 

６ 災害チャリティーコンサートの開催 

 

７ 

若いうちに身につけて

おきたい目的志向セミ

ナー 

10月29日（月） 
港区  

ＰＭＯ田町東 

主催：リクルートマネージメント  

参加人数：２名 

内容：仕事の全体像を捉え、目的や成果を意識した仕事の

進め方について学ぶ  

８ 防災士資格取得 

11月2日(金)取得 

（10/22・23東京芝浦 

学科試験、実技講習）   

主催： 認定特定非営利活動法人 日本防災士機構 

受講人数：２名 
内容：阪神・淡路大震災の教訓の伝承と市民による

新しい防災への取り組みを推進するために
創設された防災士資格。十分な意識と一定の
知識・技能を修得し、今後の指定管理施設運
営に活かす 



 

 
    

① 施設の利用者数 
  
ア．有料公園運動施設：２３６，４０３人 （年度当初目標 ２１２，１４６人） 

   
 

 イ．社会体育施設：３８，７２４人  （年度当初目標 １６，１１８人） 

                                                

※ 参考：28年度 西体育館  5,890  とね運動場  9,393  
29年度 西体育館 31,034   とね運動場 22,280（花火大会17,068含む） 
30年度 西体育館 31,436   とね運動場  7,288 

※ 西体育館は29年度から学校関連の利用が含まれる 
 
  
  ウ．文化むら施設：２２７，６３９人 （年度当初目標 ２１５，２２７人） 

 

 

 

 

 

 

 

② 施設の利用件数（文化むらは利用回数） 
 
 ア．有料公園運動施設：３８，８１２件  

    

    

 

 

 

 
 

イ．社会体育施設：７２９件 
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ウ．文化むら施設： ６，４１９回 

 

 

 

 

 

 

 ③ 施設の利用者料金 
 
ア．有料公園運動施設：８，５８８，３００円  

         

 

 

 

 
  
イ．社会体育施設：７８，８８０円 

 

 

 

 
     

ウ．文化むら施設：９，２６６，３００円 

 

 

 

 

 
 

 ④ 入場料・参加費収入 ※ 事業収入は事業費用とのバランスがあるので、数字ありきとは限りません 
 
ア．スポーツ事業：１，４５２，０００円 

 

 

 

 

 

 

イ．文化事業：１２，２４２，８００円 
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 ⑤ 施設別利用状況等 

 

ア．有料公園施設(運動施設)  

 

施 設 名 使用件数 使用人数 使用料(円) 
使用件数 

前年比率 

町民体育館 

アリーナ 4,237 46,810 1,839,710  99％ 

サブアリーナ 3,316  21,318 1,190,735 100％ 

トレーニング室    20,284 

１

２ 

ｇ 

20,284 2,143,750 114％ 

その他 5,033 12,525 13,705 94％ 

町 民 野 球 場 448 13,743 805,070  85％ 

い ず み サ ッ カ ー 場 80 8,690 160,470 96％ 

南 公 園 
野球場 167 4,405 

  

87,740 90％ 

テニスコート 3,734 21,574 1,747,990 100％ 

御 正 作 公 園 674 39,438 67,390 103％ 

いずみ総合公園ゲートボール場 206 3,572 480 100％ 

スバル運動公園 
多目的Ａ野球等 463 26,798  380,520 98％ 

多目的Ｂサッカー 170 17,246 152,640 96％ 

小  計 38,812 236,403 8,590,200  
還  付 (2) ― (1,900)  

合  計 38,814 236,403 8,588,300 105％ 

減  免    

（5,108） 

―   

（4,299,975）  

 

 

イ．社会体育施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．文化むら施設  

区分 施 設 名 
利用可能

日数 
利用日数 利用回数 町 内 町 外 利用人数 稼働率 

稼働率 

前年比 

大
ホ
ー
ル
棟 

大ホール 284  230 286 227 59 66,105 81% 96% 

小ホール 298  232 329  240 89 31,663 78% 93% 

展示コーナー 301  35  36  33 3 7,350 12% 86% 

研修室 300 162  180  123  57 8,784 54% 84% 

和 室 297  100  104  78 26 1,470 34% 87% 

施 設 名 使用件数 使用人数 

使 用 料 (円) 使用件数 

前年比率 事業団収入 大泉町収入 

西体育館 395 31,436 ― 13,980 92％ 

と
ね
運
動
場 

ソフトボール場 3 80 2,880 ― 21% 

サッカー場 85 5,340 72,480 ― 137% 

グラウンドゴルフ場 240 1,588 0 ― 142% 

その他 6 280 3,520 ― 10% 

合  計 729 

 

 

 

 

  

38,724 78,880 13,980 100% 

減  免 181 ― （35,360） （13,800）  



 

区分 施 設 名 
利用可

能日数 
利用日数 利用回数 町 内 町 外 利用人数 稼働率 

稼働率 

前年比 

展
示
ホ
ー
ル
棟 

展示ホール 300  212  232  169 63 38,461 71% 104% 

展示コーナー 304  29  29 20 9 3,970 10% 71% 

研修室 

１ 302  224  321  160 161 11,712 74% 88% 

２ 303  235  308  108 200 13,899 78% 104% 

３ 306  263  402  216 186 7,112 86% 97% 

４ 306  277  495  269 226 4,334 91% 105% 

練習室 

１ 306  305  1,175  707 468 6,882 99% 101% 

２ 305  305  1,122  529 593 10,060 100% 102% 

３ 306  301  998  551 447 10,975 98% 99% 

和 室 302  204  269  160 109 2,979 68% 103％ 

資
料
館 

母 屋 282  66  67  21 46 878 23% 92％ 

茶 室 293  64  66  21 45 1,005 22% 110％ 

合  計 6,419 3,632 2,787 227,639 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区  分 回 数 人 数 

式 典・総 会 30 

３０ 

7,806  

講 演 会 10 2,891  

講習会・会 議・研修会 2,000 56,826  

演    劇 17  1,720  

映    画 3 

  

1,150  

音    楽 2,413  53,039  

文化関係発表会・展示会 274  51,401  

舞 踊 等 992  16,920  

懇 親 会 等 89  3,599  

リハーサル・準 備 等 330  15,180 

そ の 他 261  17,107  

合  計 
6,419 227,639 

区 分 件 数 使用料（円） 
減 額（50／100） 免 除（100／100） 

件 数 減免額（円） 件 数 減免額（円） 

施 設 3,127 7,616,050 395 1,668,240 187 4,807,000 

備 品 258 1,650,250 62 424,630 16 356,160 

合 計 3,385 9,266,300 457 2,092,870 203 5,163,160 


